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ある。変質帯内の粘土の性質等は充分明らかになつてい

ないが，化学成分的には苦士の存在が1つの大きな示唆と

なつているよ5である。環境酸化が著しく行われた還元

変質帯の粘土は著しく苦土を減じ，白色粘土の如きは常

に痕跡的である。深部の粘土と考えられるよ5なものは，

少なからざる苦土が残存固定されてい、る。

大湧谷荒廃地の東側斜面には，現在なお地虻り性崩壊

の危険地（写真に示したよ5な）が認められる。崩壊の時

期は明らカ・にされえないカ㍉崩壊を決定する降雨あるい

は谷部の侵蝕等のよ5な刺戟が加わつた場合にはこの尾

根に相当する部分が近い将来崩壊して行くであろう・し

かも初めには地知り性崩壊として，岩石の崩落以上に一

時的には危険な崩壊を行つて谷に流出されるものと考え

られる。

　なお，尾根の1つには現在地表部に大き’な罐裂を生じ、

ているため，刺戟され易く，地形と関蓮して多少複雑化，

して行くことも考えられる。

　　　　　　5．結、　　言
大湧谷荒廃地の地質的な特性，地虹り性崩壊，岩礫の崩

落等の原因およぴ最も大きな崩壊の危険地はすでに述べ

た通りである。

　地ヒり崩壊のほかにも単純な崩壊，岩石の崩落等も行

われるよ5な一応宋期的な著しい荒廃状態にあるヒと

は，早川と関蓮して放置されるべきでないと考える・

神奈川県砂防課では大湧谷荒廃地の災害対策上の重要性

を認め，砂防堰堤の築造，谷底の侵蝕防止等の対策を行

つていることは誠に幸いである。

　なお災害対策として一言したいことは，この末期的荒

廃状態において崩壊を喰い止めることは不ロ1能肛近y・も

のと考えられる。しかし崩壊の規模をある程度少なくし，

、また土砂石礫の流出を著しく防止することは珂能であ

る。変質帯の災害対策は著しく困難なものであるとと，は

明らかであるが，堰堤の劫麺壊等：び起ることのないよ5に

地形・地質状態を考慮するとともに階段状に堰堤を下か

ら可能な限り多数築造して行くことが望ましい5

　早川の荒廃あるいは災害がこれにのみ基因するもので

はないが，この種変質帯が大き㌃災害原因の1つをなし

ていることは疑いない・関係各位が湯本温泉附近から下

流に器ける早川の荒廃現状と，この大湧谷の荒廃現状を

一関連せしめ，』台風による豪雨も想い合わ置て，災害対策

に協力することを望むものである。

　　　　　　　　　（昭和26年6月調査）
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tuff，　green　tuff，　tuff　breccia，tuffaceous

sandst6ne　and　shale　etc．，of　Mioce血e

age．

　The　argilized　zone　is　distributing　north－

west－southeast　in［this　area　and　its　width
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　is　about400m．　　　　　　　　　　　　　　　　L蹟

　　Okura　mine　isLof　hydrotherm＆1network

　coPPer　deposits　and　Nabegasawa　deposit　is

　beded　Kuroko　Deposits．

　　　　　　1．緒　　　言
　鉱床探査審議会にお㌔．・て，吉乃鉱山南部地域の調査の

、必要を認められ・昭和26年11月18目より12月3

二目にかけて，約18日間吉乃鉱山南部の大倉鉱山および

鍋ケ沢鉱区の地表調葦糞主とする鉱床調査をレた。今回

調査予定地の5ち，大倉・来田・白沢等の各鉱山の分布・

している南西部地域は，降雪のため，調査不能となつたの

で，北東部地域で得た資料を纒めて中間報告とする。

　なお調査作業においては，大日本鉱業：K．K．吉乃鉱山』

中尾敦司技師の協力によると，ころ大であつた。

　　　　　　2．位置および交通
　本地域は秋田県雄勝郡西成瀬村，同郡駒形村に跨り，

十交字町の南東約7．5kmの地点を中心とする，東西約4

km，南北約2．5kmの範囲である。

　奥弱本線十女字駅よりの交通の概要は次の如くである。
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　1932年（昭禾07年）8月吉乃鉱山

従業員阿部吉郎発見す。同年9月より

1935年夏まで探鉱坑道延400m開墜

せるも，鉱況盛にならず現在迄休止。

（3）　白色石英粗面岩鉱床

　1917年頃（大正6年）犬倉附近

　東福寺住人某の発見による。

1944年（昭和19年）名古屋市大

　竹伸春稼行の計画し，山時各

　方面へ邊つたが賃金高騰のた

　め中止した。

1950年（昭和25年）大目本鉱業

　K、K．継承し中止のまま今日

　に至る。

鉱業権者　大日本鉱業株式会融

　　東京都千代田区丸の内2の18

　　岸本ビル

第1図　秋田縣吉乃鉱山位置・交通・鉱区図
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　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　大倉鉱山P　　　 　㎜…一㎜一『
　　　　　＿＿　　　、，＿　　　　大鍋ケ沢坑

夏期は交通蓮搬に便利であるが，冬期には索道のほか

は馬羅あるいは徒歩によらねぼならないる

　　　　　3．沿　　　革
（1）大倉鉱山

　1745年頃（延享年聞）川蓮村高橋宇吉発見と称す。

　1800年頃（寛政年間）最も盛大に稼行され鉱夫300

　　　　　　　　名を算した。
　1830年（天保4年）大飢鯉により休山した。

　1870年（明治3年）藤田組に帰し活況を呈す。

　1919年（大正8年）丈明坑上部採掘し休山。

　1933年（昭和18年）再開，爾後選鉱場建設中

　　　　　　　　維戦にて休山。
　1950年（昭和25年）大目本鉱業K：。K．rに帰し現在

　　　　　　　　坑道取明中（従業員10名）
（2）　　鍋ケ沢鉱速

　　　　　鉱区番号　秋田県採登　44

　　　　　　　　　〃　　言弍登13510，14023，14570

鉱　種金・銀・銅・鉛・亜錯・硫化鉄・珪長石

　　　　　4．　地形および地質
　　　　　　さるはんない
　本地域は成瀬川・狙半内川・皆瀬川支流の東編寺川に

囲まれた地畢山塊で，稜線は西北一南東に走り，最高海

抜499mで比較的緩かであるが岩石の露出は良好でない。

　本地域の地質は石英粗面岩質凝友岩・凝次岩・角礫凝

友岩・頁岩等よりなり，これらを貫いて斜長石英粗面岩

・粗粒玄武岩等がある。

　（1）　石英粗面岩質凝灰岩，凝荻岩および角礫凝次岩

　これらの岩石は調査地域内に広く分布しており，稜線

に近いほど石英粗面岩質凝友岩が厚く，漸家北部になる

に従つて凝友岩・角礫凝友岩の羨みが多くなり，遂に凝

友岩・角礫凝友岩の厚屠に移化する。

　石英粗面岩質凝友岩は一般に不均質で，緻密塊状の部

分，集塊岩質の部分，あるいは流状構造を示す部分など

あり代表的なものは淡友色で斜長石・石英の斑晶を有す

るが斜長石のみの処もある。

　凝次岩および角礫凝友岩は一般に濃淡の友緑色を呈

し，無暦理塊状で時に凝友質砂岩および頁岩のレンズ状・

薄層を挾む。本岩中，神子ノ沢にて，介化石んn鎚伽卿sp．

を産した。

　これらの岩石が風化および粘土化を蒙つたととろでは

白色，友白色または淡褐色を呈し，作用の弱いところは

，角礫構造や流状構造を残すが，作用の強い場合は一様の

白色軟岩となる。

　（2）頁　岩
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秋田県吉乃鉱山南部黒鉱鉱床調査報告（服部富雄・物部長進）

　本調査地域内では見掛上最上部にあり，狙半内川・成瀬

川附近より南西にかけて分布している・暗友色緻密均質

な頁岩を主とし，下部ではしぱしぱ凝衣岩のレンズ状

薄暦を羨み，また長瀬立沢附近では下位の凝友岩とin－

ter　fingerして移化する。

　珪化したところでは玉髄質の細脈が網状に発達してい

るo

　（3）　斜長石英粗面岩

　鍋ケ沢口より小鍋沢・菅生沢・成瀬川にかけて分布す

る石英粗面岩で，友色緻密塊状，斜長石の斑晶を多量に

含む。今回の調査では他の岩石との関係は明らかにしえ

．なかつた。』粘土化作用を受けたものは見受けられない・

　（4）粗粒玄武岩置
　安養寺沢・成瀬川畔および菅生沢上流に分布し・新鮮な

ものは暗黒色緻密均質で，風化すれぼ濃褐色軟質となり

玉葱状構造を呈する。頁岩層または凝荻岩暦との接触部

附近では，玉髄質の細脈および球穎構造を示すものがあ

る0

　　　　　5．地質構造
　本地域内の各岩暦は整合に堆積し，東南部ではN200E一

～N200Wの走向を示し，北西部では東西性の走向になる。

傾斜は東方に20。～600であるが200～30Q内外のものが

多い。，地域全体として半・ドーム状構造を呈する。また小

摺曲があり，場所によつて走向，．傾斜が少しく異なる・

　断暦は数条認め5るがその水平おタび垂直の移動量は

不明である。断贋綜走向によりN30。～60。E，N70。～80。W

N20。Wの3つに大別される。菅生沢に見られる走向

N20。E，傾斜300NEの断暦は，成瀬川の対岸態の沢の衝

上断暦と連絡し5ると考えられるが，成瀬川岸未調査の

ため断定できない。また鍋ケ沢上流より成瀬川に：走る走

向N650E，’傾斜50。SEの断暦も逆断層と考えられる。

　他の断暦は皆周囲爾地輩よりみて正断層と考えられ

る。

　岩ノ目沢入口より約200m上流に鉱泉が湧出し，湧

出口より2～3m下流まで薄い硫黄華を沈澱している。

とれは断暦あるいは裂罐に伴5ものと思われる。

　　　　　1．岩石の変質
　上記の各岩石は種々の変質作用を受けているが，そ

の主なものは粘土化作用および珪化作用である。

岩ノ冒沢上流より鍋ケ沢中流およぴ小鍋沢中流を結ぶ

巾約400m，長さ約2km、におよぶ一帯の凝友岩および

角礫凝次岩は一般に淡線色で灘土化し，水分に富み極め

て軟質となつている。鍋ケ沢坑はこの変質帯中にある。、

小鍋沢中流では凝茨岩は蟻感を帯ぴる真珠岩様軟質岩中ひ

に不規則網状乃至レンズ状に暗線色珪質部が見られる・
’
大
倉 鉱山坑内では，網状鉱脈の密な部分の母岩は弱い

珪化作用を受け，鉱床の周辺に至るに従つて絹雲母を

主とする粘土が著しく発蓬している。　　　　　　　　　　＼

　まだ安養寺沢入口附近より神子沢中流，黒滝沢にわた

る一帯は著しい珪化作用を受け，頁岩は珪質頁岩とな

り，凝友岩は玉髄質石英の網状脈に貫かれ七石英粗面岩

に酷似した外観を示し，1部は珪質細脈に囲まれた部分

ぴ蟻感を有する粘土と化し，角礫状を呈ずる。

　　、泌　ぐd♪ρ
鉱郁～研閥・く、’　、
　　ノ’倉ーヘ’曳，　　纏’80
　　　　　　！　￥’，’　　　　ぼな　　ヘ　　　　　　ノ　　ノヤ　　　　　　≧ン難　　　鉱石30じ厩

／讐甦緩1欝

□峯糠鴇灘臨
晒麹鱗矯綴黙皇

國縛瀞驚欝
一　　1～約30味で崩落

第3図吉乃鉱山鍋ガ沢坑内鉱床図一

　　〆づ
．．～〆

、，三皇』

遭ミ堅

　　、　［ニコ石英粗面岩
　　　　　匡劃角礫凝灰岩
㌔　　　　Eヨ鉱　　豚
”　　　　　60畏　走向・傾斜
　　　　　δo更　断　　　眉
　　　　　＝：＝二　旧　　　　　　坑

0　　5　9P　　　20m

　　第4図大倉鉱由文明坑中切坑内図（中尾技師原図）一．

菅生沢上流の石英粗面岩を交代した白色粗面岩生成の

変質作用については，岩生周一按官の詳細な報告がある

から再録しない。

上記諸作用は互に密接な関係を有するものと考えられ
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る。

　これらの作用のほか，本地域各所に小規模に黄鉄鉱の

鉱染した部分を認めるが，とれは断暦に沼いあるいは火

成岩と堆積岩との境界に澹つて鉱染したものである・

　　　　　　7．．鉱　　　床

　（1）　鍋ケ沢坑（第3図）

　鍋ケ沢入口より約400㎎にて坑口に蓬する。坑口附

　　　　　　　　　　　　　べ近一帯は粘土化せる角礫凝友岩で，坑口より下流約30

項のところに走向N300W巾20mの石英粗面岩岩脈

が貫く。第呂図の如く坑口より　3mの、点で巾　15cm，

F走向N550W，傾斜38。NEの黒鉱脈に蒼脈したが，下

部を走向N60QW，傾斜800NEの断層で切られ，その

鑓先を探鉱せるも着鉱せず今日に至つている。

　鉱石は閃亜錯鉱・黄銅鉱・方鋸鉱・黄鉄鉱よりなる黒

色細粒緻密の黒鉱で，その品位は吉乃鉱山の分析によれ

ぱ，Au59／t，Ag3509／t，Cu－2％，Zn13．5％ラPb31％で

ある。

　（2）　大倉鉱山（第4図）

　石英粗面岩質凝友岩と角礫凝友岩≧の境界附近に胚胎

された網状鉱床で，母岩は一般に友白色を呈し，網状脈

の密な部分は弱い珪化作用を受け，周辺部は漸次粘土化

が強くなり絹雲母を主とする淡茨線色粘土が発蓬する。

細脈の1巾は0．5cm～3cmで，脈品位はCu15～20％，粉

状の輝銅鉱・斑銅鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱を主とし稀に石英「

を伴5。

　鉱床の規模は東西約40m，南北約50mで西方に落
す。

　（3）1白色石英粗面岩鉱床

　　　　　　　　　　　　　　　こ　菅生沢上流にあるカリに富む白色石英粗面岩について

は，既に岩生周一技官の報告があるから省略する。

　　　　　　8．結　　　言

（p　今回の調査においては積雪のため，稜線‡り南

部の大倉鉱山附近およびその他の区域は調査できず，ま

た成瀬川対岸の吉乃鉱山本鉱床附近との関係も明らかに

しえなかつた。これらは今後の調査にまたねぼならぬh

（2）大倉鉱山は古くから稼行せられた鉱床であり，

附近には白沢鉱山・来田鉱山が隣接する。既に最上鉱部は

採掘されているが，な：おかなりの残鉱があると、思われ，　』

今後の調査・探鉱が期待される。現在計画中の大倉坑下

部掘下り探鉱は，現在の坑内状況および電気探鉱の結果

よりみて当をえたものと考える。

（3）　鍋ケ沢附近には，・附近の地質，特に母岩の変質

状態よりみて，大きな鉱体は期待できないが，小鉱体は

なお今後の探鉱により発見される可能性がある。

　　　　　　交献資料
木下　亀城．吉乃鉱山概査報：交

　　　　　地質調査所報告No．103．1929

加藤　武夫．吉乃鉱山の地質および鉱床（手記）1935

　〃　　．新編鉱床地質学　　　　　　　　　1937

木下一亀城．黒鉱鉱床　本邦の金属鉱床Vo1．3．1944

久富　豊実．藤田鉱業K．K．大倉鉱山（正長石）調査概・

　　　　　要（手記）　　　　　　　1946
岩生　周一．秋由県大倉の白色粗面岩質石英粗面岩調査

　　　　　報告　地質調査駈速報　No．49．1948

秋田県庁・秋田県地質鉱山誌　　　　　　　　1950

長島　弘三．不破敬一郎．秋田県雄勝郡西成瀬村鍋ケ沢

　　　　　黒物鉱床ならびに同村滝の下燐鉱床の化

　　　　　学探鉱（手記）　　　『　　「　　1950

中尾敦司。大倉鉱山およびその周辺鉱区に関する説明

　　　　　書（手記）　　　　　　　　　　1951

　　　　　　　　（昭和26年11月調査）
　　（第2図および第4図は校正不行届のため・みにくい図とな

　　っ索ことをおわび1します）

553・32：550・8（5234）：622・19

徳島県赤松・出原マンガン鉱床調査報告
稻　井　信　雄黄

　　　　　　R6sum6　　　　　　　　　　　　㏄cur　in　chert　and　sandstρ口e。

Manganese　Ore　Deposits　at　Akamatsu，　　　　一The　ore　consists　of　mangan　dioxide　and

Izuhara　Mine，Tokushima　Prefeet皿e，　　　rhodoOhrosite．The　reserves　are　estimated

　　　　　　　by　　　　　　　　　　　　　　　as　follows・：

　　　　　Nobuo　Inai　　　　　　　　　　　　　Akamatsu　mine，Mn35％，1140t．

Thewriterdescribest・wma血ganese　　Izuharamin戟　Mn40％，1920t．
一
m
i
n
e
s
　 at　Aka加atsロ・Izuhara　in　Tokμshima　　　　　　　　　　要　　　　旨

PrefecturαThemanganeseQredep・sits　鶴県灘郡赤河内村．木頭株は，槻働がらマ

薦編岡駐在員事務所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンガン鉱床がある。赤松鉱山・出原鉱山がとれである5

　　　　　　　　　　　　　　　　　50一（580）

￥




